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(57)【要約】
本発明は、簡単に食物を調理できるようにする食物調理
容器に関するもので、電子レンジまたは別のお湯を用意
していない状態で、簡単に調理が可能なので、キャンプ
などのアウトドアでご飯を容易に調理できるようになる
効果があり、また、本発明は、容器本体の内部に米が収
容された状態で販売されるので、付加価値税の免税の優
遇を受けることができて、製品の価格を下げることがで
きるようになる効果がある。

【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
内部に米が収容されるように空間が形成され、上部が開放されるケースと、前記ケースの
開放された上部を開閉させるカバーとを備え、前記カバーの一側に第１挿通孔が形成され
、前記カバーの他側に第２挿通孔が形成された容器本体と、
前記第１挿通孔を開閉させるように、前記カバーの内側に位置される弾性材質の遮断ラバ
ーと、前記カバーの内側に結合された状態で前記遮断ラバーを支持する第１支持部とを備
える第１遮断部と、および、
前記第２挿通孔を覆うように、前記カバーの内側に密着され、スチームが通過されるナノ
繊維で形成されたスチームフィルターを備える第２遮断部とを含むことを特徴とする食物
調理容器。
【請求項２】
内部に米が収容されるように空間が形成され、上部が開放されたケースと、前記ケースの
開放された上部を開閉させるカバーとを備え、前記カバーに挿通孔が形成された容器本体
と、および、
前記挿通孔を開閉させるように、前記カバーの内側に位置される遮断フィルターと、前記
カバーの内側に結合された状態で前記遮断フィルターを支持する支持部とを備える遮断部
とを含み、
前記遮断フィルターが、スチームが通過するナノ繊維で形成されたことを特徴とする食物
調理容器。
【請求項３】
前記第１支持部の枠は、前記遮断ラバーの一側を覆うように形成され、前記第１支持部の
前記遮断ラバーの他側と対向する位置には、前記遮断ラバーが前記第１支持部を貫通して
、前記第１挿通孔から離れる方向に曲がることができるように、貫通孔が形成されること
を特徴とする請求項１に記載の食物調理容器。
【請求項４】
前記第２遮断部は、前記スチームフィルターを支持するように、前記カバーの内側に付着
される第２支持部をさらに含み、前記第２支持部の前記第２挿通孔と対向する位置には、
貫通孔が形成されたことを特徴とする請求項１に記載の食物調理容器。
【請求項５】
前記貫通孔は、複数で構成されていることを特徴とする請求項４に記載の食物調理容器。
【請求項６】
前記容器本体を加熱させるように、固体燃料をさらに備えることを特徴とする請求項１ま
たは請求項２に記載の食物調理容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、食物調理容器に関するもので、より詳細には、電子レンジまたは別途のお湯を
用意していない状態で、簡単に食物を調理できるようにする食物調理容器に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
現代社会は、高度の経済成長と生活レベルの急激な変化に加え、我々の社会環境や生活様
式、特に、食生活様式を大きく変貌させている。現代人は、複雑な生活の中で簡便性を追
求することになり、経済成長に伴う生活水準の向上につき、徐々に外食が日常化しつつあ
り、それに応じて外食産業の繁栄とインスタント食品の利用が急増している。また、週５
日制勤務の拡大によるキャンプなどのレジャー生活の増加に応じて、インスタント食品の
市場は、毎年成長を記録している。
【０００３】
これらのインスタント加工食品中のインスタントご飯は、電子レンジなどの器具を使用し
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て、暖めて食べることができるもので、代表的なものとして、シージェイ株式会社の「ヘ
ッパン」を挙げることができる。インスタントご飯は、３分前後の簡単な調理だけで、温
かいご飯をその場で食べることができるという長所がある。
【０００４】
図１は、インスタントご飯が包装されている従来のインスタント容器を説明するために示
す図である。図１を参照すると、従来インスタント容器１０は、内部に空間が形成され、
上部が開放されている本体１２と、本体１２の開放された上部を覆うリードフィルム１４
とを含む。そして、米を加工してインスタントご飯（図示せず）に調理した後、このよう
に調理されたインスタントご飯が、本体１２の内部に入れられて、続いてリードフィルム
１４が本体１２をシーリングする。
【０００５】
このような従来のインスタント容器は電子レンジのような別途の電子製品を使用しなけれ
ばならない、または、別途のお湯を備える必要があるため、調理の制約が厳しい問題点が
ある。
【０００６】
一方、インスタントご飯は米を加工して調理されたものなので、工業製品として分類され
て、付加価値税が課税される。ところが、米自体は農産物として、付加価値税が免除され
るため、一定量の米を包装した後、これを利用してご飯を直接調理する製品が発売される
場合、付加価値税の免税の優遇を受けることができて、製品の価格を下げることができる
だろう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
上記のような従来技術の問題点を解決するための本発明の目的は、電子レンジや別途のお
湯を用意していない状態で、簡単に食物を調理できるようにする食物調理容器を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
前記の目的を達成するために、本発明は、内部に米が収容されるように空間が形成され、
上部が開放されるケースと、前記ケースの開放された上部を開閉させるカバーを備え、前
記カバーの一側に第１挿通孔が形成され、前記カバーの他側に第２挿通孔が形成される容
器本体と、前記第１挿通孔を開閉させるように前記カバーの内側に位置される弾性材料の
遮断ラバーと、前記カバーの内側に結合された状態で、前記遮断ラバーを支持する第１支
持部を備える第１遮断部と、および前記第２挿通孔を覆うように前記カバーの内側に密着
され、スチームが通過されるナノ繊維で形成されるスチームフィルターを備える第２遮断
部とを含むことを特徴とする食物調理容器を提供する。
【０００９】
また、内部に米が収容されるように空間が形成され、上部が開放されるケースと、前記ケ
ースの開放された上部を開閉させるカバーを備えるが、前記カバーに挿通孔が形成される
容器本体と、および前記挿通孔を開閉させるように前記カバーの内側に位置される遮断フ
ィルタと、前記カバーの内側に結合された状態で、前記遮断フィルタを支持する支持部を
備える遮断部とを含み、前記遮断フィルタは、スチームが通過するナノ繊維で形成される
ことを特徴とする食物調理容器を提供する。
【００１０】
また、前記第１支持部の枠は、前記遮断ラバーの一側を覆うように形成され、前記第１支
持部の前記遮断ラバーの他側と対向する位置には、前記遮断ラバーが前記第１支持部を貫
通して、前記第１挿通孔から離れる方向に曲がることができるように、貫通孔が形成され
ることを特徴とする食物調理容器を提供する。
【００１１】
また、前記第２遮断部は、前記スチームフィルターを支持するように、前記カバーの内側
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に付着される第２支持部をさらに含み、前記第２支持部の前記第２挿通孔と対向する位置
には、貫通孔が形成されることを特徴とする食物調理容器を提供する。
【００１２】
また、前記貫通孔は、複数で構成されていることを特徴とする食物調理容器を提供する。
【００１３】
また、前記容器本体を加熱させるように、固体燃料がさらに備えることを特徴とする食物
調理容器を提供する。
【発明の効果】
【００１４】
本発明は、電子レンジ、または別途のお湯を用意していない状態で、簡単に調理が可能な
ので、キャンプなどのアウトドアでご飯を容易に調理することができるようになる効果が
ある。
【００１５】
また、本発明は、容器本体の内部に米が収容された状態で販売されるので、付加価値税の
免税の優遇を受けることができて、製品の価格を下げることができるようになる効果があ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】インスタントご飯が包装されている従来のインスタント容器を説明するために示
す図である。
【図２】本発明の好ましい第１実施例に係る食物調理容器のケースを概略的に示す図であ
る。
【図３】本発明の好ましい第１実施例に係る食物調理容器の容器本体を概略的に示す図で
ある。
【図４】本発明の好ましい第１実施例に係る食物調理容器の第１遮断部と第２遮断部を説
明するための断面図である。
【図５】本発明の好ましい第１実施例に係る食物調理容器の第１遮断部に水が供給される
状態を説明するために示す図である。
【図６】本発明の好ましい第１実施例に係る食物調理容器が加熱されている状態を説明す
るために示す図である。
【図７】本発明の好ましい第１実施例に係る食物調理容器が加熱されている状態の他の例
を説明するために示す図である。
【図８】本発明の好ましい第２実施例に係る食物調理容器を説明するための断面図である
。
【図９】本発明の好ましい第２実施形態に係る食品調理容器の第１遮断部に水が供給され
る状態を説明するために示す図である。
【図１０】本発明の好ましい第２実施例に係る食物調理容器が加熱されている状態を説明
するために示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
以下、添付された図面を参照して、本発明の好ましい実施例に係る食物調理容器をさらに
詳細に説明する。
【００１８】
図２は、本発明の好ましい第１実施例に係る食物調理容器のケースを概略的に示す図であ
り、図３は、本発明の好ましい第１実施例に係る食物調理容器の容器本体を概略的に示す
図である。
【００１９】
図２および図３を参照すると、本発明の好ましい第１実施例による食物調理容器１００は
、米を包装するように構成され、使用者が即座で水を入れて加熱してご飯を調理できるよ
うにするためであり、容器本体１１０と、第１遮断部１２０（図４に図示）と、および第
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２遮断部１２５（図４に図示）とを含む。
【００２０】
容器本体１１０は、米などが入れられるもので、堅固で熱伝達が容易な金属材料等で形成
することができる。これらの容器本体１１０は、内部に米などが収容されるように空間が
形成され、上部が開放されるケース１１２と、ケース１１２の開放された上部を開閉させ
るカバー１１４とを含む。そして、カバー１１４の一側には、第１挿通孔１１４ａが形成
されて、カバー１１４の他側には、第２挿通孔１１４ｂが形成される。そして、カバー１
１４は、ケース１１２を開放させることができるように構成され、例えば、カバー１１４
の外側にリング１１５が備えられ、カバー１１４の外周縁に沿って切断線が形成されるイ
ージーオープンエンド缶（Ｅａｓｙ　ｏｐｅｎ　ｅｎｄ　ｃａｎ）方式で、ケース１１２
に附着されていて、ケース１１２を開封するための別途の道具なしで、ケース１１２をワ
ンタッチ形式で容易に開封することができる。一方、リング１１５の中央を貫通するリン
グホール１１５ａは、第１挿通孔１１４ａと対向するように位置されることができる。
【００２１】
第１遮断部１２０と第２遮断部１２５は、下記の図面を参照して説明することにする。
【００２２】
図４は、本発明の好ましい第１実施例による食物調理容器の第１遮断部と第２遮断部を説
明するための断面図である。
【００２３】
図４を参照すると、第１遮断部１２０は、カバー１１４の第１挿通孔１１４ａを開閉させ
るもので、第１挿通孔１１４ａを覆うようにカバー１１４の内側に位置される弾性材質の
遮断ラバー１２３と、遮断ラバー１２３を支持するようにカバー１１４の内側に結合され
ている第１支持部１２１とを有するように構成される。第１支持部１２１は、カバー１１
４の内側に付着される固定テープなどで構成されるが、第１支持部１２１の枠一側は遮断
ラバー１２３の一側を固定させるように、遮断ラバー１２３の一側を覆うように構成され
て、第１支持部１２１の枠他側は遮断ラバー１２３の他側を覆わないように構成される。
そして、第１支持部１２１の中央には、第１貫通孔１２２が形成され、第１支持部１２１
によって固定されていない遮断ラバー１２３の他側は、第１貫通孔１２２を貫通して第１
挿通孔１１４ａから離れる方向に曲がったり、元の状態に復帰することができるように構
成される。そして、後述する水供給部２００（図５に図示）が遮断ラバー１２３を加圧す
ると、遮断ラバー１２３が曲がりながら第１挿通孔１１４ａを開放させることになり、水
供給部２００を介して容易に容器本体１１０の内部に水を注入することができるようにな
る。これは図５を参照して説明することにする。
【００２４】
第２遮断部１２５は、カバー１１４の第２挿通孔１１４ｂを開閉させるもので、第２挿通
孔１１４ｂを覆うように、カバー１１４の内側に密着されるナノ繊維材質のスチームフィ
ルター１２８と、スチームフィルター１２８を支持するようにカバー１１４の内側に結合
される第２支持部１２６とを含む。スチームフィルター１２８は、水は外部に排出されず
、水蒸気は通過されるようにすることで、一般的に透湿機能を備えるアウトドア用品に多
く使用される公知された技術である。そして、容器本体１１０の下部には、固体燃料１３
０（図６に図示）がさらに備えられるが、このような固体燃料１３０などを利用して、容
器本体１１０を加熱させると、容器本体１１０の内部に水蒸気が発生され、前記水蒸気は
スチームフィルター１２８を介して外部に排出される。このように、スチームフィルター
１２８を利用して、第２挿通孔１１４ｂを開閉させることで、容器本体１１０のケース１
１２を開放させていない状態で調理をしても、内部の圧力が一定程度以下に自動調節され
、内部の空気膨張による容器１００の本体の爆発の危険性がないため、安全な効果がある
。また、容器本体１１０の外部の細菌や汚れなどがスチームフィルター１２８を通過しな
いため、容器本体１１０の内部が汚染されないようにする効果がある。第２支持部１２６
は、スチームフィルター１２８がカバー１１４の内側にしっかり固定されるようにするた
めのもので、例えば、固定テープなどで構成することができる。そして、第２支持部１２
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６の第２挿通孔１１４ｂと対向する位置には、第２貫通孔１２７が形成される。そして、
容器本体１１０の内部の水蒸気は第２貫通孔１２７と、スチームフィルター１２８と、第
２挿通孔１１４ｂとを介して外部に排出させることができるようになる。第２貫通孔１２
７と第２挿通孔１１４ｂは、場合によっては、複数で構成されることもできる。このよう
に第２貫通孔１２７と第２挿通孔１１４ｂが複数で構成されると、容器本体１１０の内部
の水蒸気は、より迅速に外部に排出することができる。
【００２５】
一方、必要に応じて第１挿通孔１１４ａおよび第２挿通孔１１４ｂにラベル（図示せず）
を付けると、第１挿通孔１１４ａおよび第２挿通孔１１４ｂを介して外部の空気が容器本
体１１０の内部に流入されないようになって、容器本体１１０の完全密閉が可能となる。
【００２６】
以下、本発明の好ましい第１実施例に係る食物調理容器を利用して、食物を調理する過程
について説明する。
【００２７】
図５は、本発明の好ましい第１実施例に係る食物調理容器の第１遮断部に水が供給される
状態を説明するために示す図である。
【００２８】
図５を参照すると、容器本体１１０に米が収容されており、この状態で水供給部２００を
利用して、容器本体１１０に水を注入する。水供給部２００は、注射器などで構成される
もので、水が収容されているシリンダー２１０と、シリンダー２１０に盛られた水を加圧
できるように、シリンダー２１０の一側に装着されるピストン２２０と、シリンダー２１
０の水が外部に排出されるように、シリンダー２１０の他側に装着されるニードル２３０
とを含む。
【００２９】
そして、ニードル２３０が、リングホール１１５ａと第１挿通孔１１４ａとに挿入された
後、遮断ラバー１２３を加圧すると、遮断ラバー１２３が曲がりながら第１挿通孔１１４
ａが開放される。この時、ピストン２２０を加圧してシリンダー２１０の水が容器本体１
１０の内部に注入されるようにする。この時、容器本体１１０に収容された米は、例えば
、１２０ｇで構成されて、容器本体１１０の内部に注入される水は、例えば、１５０ｃｃ
で構成することができる。
【００３０】
そして、水の注入が終わったら、ニードル２３０を第１挿通孔１１４ａから外部に脱去さ
せ、この時、遮断ラバー１２３は、自体の弾性により元の位置に復帰されて、第１挿通孔
１１４ａを閉鎖することになる。
【００３１】
図６は、本発明の好ましい第１実施例に係る食物調理容器が加熱されている状態を説明す
るために示す図である。
【００３２】
図６を参照すると、容器本体１１０の下部に固体燃料１３０が備えられる。固体燃料１３
０は、容器本体１１０を直接加熱することにより、容器本体１１０に注入された水が煮え
るようにして、ご飯を調理するようにする。これらの固体燃料１３０は、例えば、サイズ
が大きい第１固体燃料（図示せず）と、第１固体燃料より小さいサイズの第２固体燃料（
図示せず）とを備えており、第２固体燃料の上に第１固体燃料が配置され、第１固体燃料
の上に容器本体１１０が配置される。そして第１固体燃料に火をつけると、第１固体燃料
から燃焼が開始され、第１固体燃料の燃焼が完了すると、第２固体燃料が燃焼され始める
。この時、第１固体燃料は、その大きさが大きいため、火力が強く、第２固体燃料は、そ
の大きさが小さいため、火力が弱い。これにより、第１固体燃料の強い火力を利用して、
容器本体１１０に注入された水を沸かし始めて、一定の時間が経過し、第２固体燃料が燃
焼し始めると、第２固体燃料は火力が弱いので、自動的に蒸らす効果を備えるようになる
。
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【００３３】
一方、固体燃料１３０によって容器本体１１０の内部の水が沸き始めると、容器本体１１
０の内部には、水蒸気でいっぱいになり、この水蒸気は第２貫通孔１２７と、スチームフ
ィルター１２８と、第２挿通孔１１４ｂとを順番に通過しながら容器本体１１０の外部に
排出される。
【００３４】
このように、本発明は、電子レンジや別途のお湯を用意していない状態で、簡単に調理が
可能なので、キャンプなどのアウトドアでご飯を容易に調理することができるようになる
効果がある。
【００３５】
また、本発明は、容器本体１１０の内部に米が収容された状態で販売されるので、付加価
値税の免税の優遇を受けることができて、製品の価格を下げることができるようになる効
果がある。
【００３６】
図７は、本発明の好ましい第１実施例に係る食物調理容器が加熱されている状態の他の例
を説明するために示す図である。
【００３７】
図７を参照すると、本発明は、図６の固体燃料１３０（図６に図示）の代わりに、バーナ
ー１４０を使用することもできる。バーナー１４０は、キャンプなどで主に使用される一
般的なもので、バーナー１４０に装着されたガスを利用して、容器本体１１０を加熱する
ことができる。
【００３８】
図８は、本発明の好ましい第２実施例に係る食物調理容器を説明するための断面図である
。
【００３９】
図８を参照すると、本発明の好ましい第２実施例に係る食物調理容器は、前記第１実施例
で、第１遮断部１２０の遮断ラバー１２３が遮断フィルター１２９に変更され、第２遮断
部１２５が除去されることを除いては、前記第１サルシ例と同じように構成されている。
【００４０】
即ち、本発明の好ましい第２実施例に係る食物調理容器は、米を包装するように構成され
るが、使用者が即座に水を入れて加熱して、ご飯を調理できるようにするためのもので、
容器本体１１０と、第１遮断部１２０とを含む。
【００４１】
容器本体１１０は、内部に米などが収容されるケース１１２と、ケース１１２の開放され
た上部を開閉させるカバー１１４とを含む。そして、カバー１１４の一側には、第１挿通
孔１１４ａが形成される。そして、カバー１１４は、リング１１５を備えて、ケース１１
２を容易に開放させることができるように構成されて、リング１１５のリングホール１１
５ａは、第１挿通孔１１４ａと対向するように位置することができる。
【００４２】
第１遮断部１２０は、カバー１１４の第１挿通孔１１４ａを開閉させるもので、第１挿通
孔１１４ａを覆うように、カバー１１４の内側に位置される遮断フィルター１２９と、遮
断フィルター１２９を支持するように、カバー１１４の内側に結合される第１支持部１２
１とを有するように構成される。第１支持部１２１は、カバー１１４の内側に付着して、
遮断フィルター１２９の外周縁を支持するもので、ゴム材質などで構成される。これらの
第１支持部１２１の枠一側は、遮断フィルター１２９の一側を固定させるように、遮断フ
ィルター１２９の一側を覆うように構成されて、第１支持部１２１の枠他側は遮断フィル
ター１２９の他側を覆わないように構成される。そして、第１支持部１２１の中央には、
第１貫通孔１２２が形成され、第１支持部１２１によって固定されない遮断フィルター１
２９の他側は、第１貫通孔１２２を貫通して第１挿通孔１１４ａから離れる方向に曲がっ
て、元の状態に復帰することができるように構成される。そして、後述する水供給部２０
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０（図９に図示）が遮断フィルター１２９を加圧すると、遮断フィルター１２９が曲がり
ながら第１挿通孔１１４ａを開放させることになり、水供給部２００を介して容易に容器
本体１１０の内部に水を注入することができるようになる。これは図９を参照して説明す
ることにする。また、遮断フィルター１２９は、スチームフィルター１２８（図４に図示
）に示すように、ナノ繊維材質で構成される。これらの遮断フィルター１２９は、水は外
部に排出されず、水蒸気は通過されるようにすることで、一般的に透湿機能を備えるアウ
トドア用品に多く使用されて公知された技術である。
【００４３】
以下、本発明の好ましい第２実施例に係る食物調理容器を利用して、食物を調理する過程
について説明する。
【００４４】
図９は、本発明の好ましい第２実施形態に係る食品調理容器の第１遮断部に水が供給され
る状態を説明するために示す図である。
【００４５】
図９を参照すると、容器本体１１０に米が収容されており、この状態で水供給部２００を
利用して、容器本体１１０に水を注入する。水供給部２００は、注射器などで構成される
もので、水が収容されるシリンダー２１０と、シリンダー２１０に盛られた水を加圧でき
るように、シリンダー２１０の一側に装着されるピストン２２０と、シリンダー２１０の
水が外部に排出されるように、シリンダー２１０の他側に装着されるニードル２３０とを
含む。
【００４６】
そして、ニードル２３０がリングホール１１５ａと、第１挿通孔１１４ａとに挿入された
後、遮断フィルター１２９を加圧すると、遮断フィルター１２９が曲がりながら第１挿通
孔１１４ａが開放される。この時、ピストン２２０を加圧してシリンダー２１０の水が容
器本体１１０の内部に注入されるようにする。この時、容器本体１１０に収容された米は
、例えば、１２０ｇで構成されて、容器本体１１０の内部に注入される水は、例えば、１
５０ｃｃで構成することができる。
【００４７】
図１０は、本発明の好ましい第２実施例に係る食物調理容器が加熱されている状態を説明
するために示す図である。
【００４８】
図１０を参照すると、容器本体１１０の下部に固体燃料１３０、または上述したバーナー
１４０（図７に図示）が備える。固体燃料１３０は、容器本体１１０を直接加熱すること
により、容器本体１１０に注入された水が沸きようにして、ご飯を調理するようにする。
これらの固体燃料１３０は、例えば、サイズが大きい第１固体燃料（図示せず）と、第１
固体燃料よりも小さいサイズの第２固体燃料（図示せず）とを備えており、第２固体燃料
の上に第１固体燃料が配置され、第１固体燃料の上に容器本体１１０が配置される。そし
て、第１固体燃料に火をつけると、第１固体燃料から燃焼が開始され、第１固体燃料の燃
焼が完了すると、第２固体燃料が燃焼され始める。この時、第１固体燃料は、その大きさ
が大きいため、火力が強く、第２固体燃料は、その大きさが小さいため、火力が弱い。こ
れにより、第１固体燃料の強い火力を利用して、容器本体１１０に注入された水を沸かし
始めて、一定時間が経過し、第２固体燃料が燃焼し始めると、第２固体燃料は火力が弱い
ので、自動的に蒸らす効果を備えるようになる。
【００４９】
一方、固体燃料１３０によって容器本体１１０の内部の水が沸き始めると、容器本体１１
０の内部には、水蒸気でいっぱいになり、前記水蒸気は遮断フィルター１２９を上部に推
して、遮断フィルター１２９が元の位置に復帰されて、第１挿通孔１１４ａを閉鎖するこ
とになる。この状態で、前記水蒸気は第１貫通孔１２２と、遮断フィルター１２９と、第
１挿通孔１１４ａとを順番に通過しながら容器本体１１０の外部に排出される。
【００５０】
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本発明は、前記実施例で詳細に説明されたが、本発明をこれに限定されないのは当然で、
本発明の技術思想の範囲内で多様な変形及び修正が可能であることは、当業者にとって明
らかであり、このような変形及び修正が添付された特許請求の範囲の範疇に属するもので
あれば、その技術思想も本発明に属するものと見るべきである。
【符号の説明】
【００５１】
１００：食物製造容器　　　１１０：容器本体
１１２：ケース　　　　　　１１４：カバー
１１４ａ：第１挿通孔　　　１４４ｂ：第２挿通孔
１１５：リング　　　　　　１１５ａ：リングホール
１２０：第１遮断部　　　　１２１：第１支持部
１２２：第１貫通孔　　　　１２３：遮断ラバー
１２５：第２遮断部　　　　１２６：第２支持部
１２７：第２貫通孔　　　　１２８：スチームフィルター
１２９：遮断フィルター　　１３０：固体燃料
１４０：バーナー　　　　　２００：水供給部
２１０：シリンダー　　　　２２０：ピストン
２３０：ニードル

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】 【図８】

【図９】
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